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森林由来Ｊ-クレジットの創出から販売まで一気通貫で
サポートするプラットフォームを提供

全国森林組合連合会及び農林中央金庫は、株式会社日本オフセットデザイン創研(兵庫県
神戸市)の協力の下、令和５(2023)年に開設した森林由来Ｊ-クレジット創出をサポートする
プラットフォーム(ウェブシステム)であるFC BASE-C注１に続いて、令和６(2024)年３月に
は、同クレジットの販売をサポートするプラットフォーム、FC BASE-M注２を新たに立ち上
げた。これにより、森林由来Ｊ-クレジットの創出から販売まで一気通貫でサポートするこ
とが可能になった。 

FC BASE-Cは、森林組合のための公式サポートウェブサイトとして、全国の森林組合向
けに森林由来Ｊ-クレジットのプロジェクト登録からモニタリング報告、クレジットの創出
までをサポートしている。 

これに加えて、FC BASE-Mは、全国の森林組合、地方公共団体、企業等が創出した森林
由来Ｊ-クレジットの販売・購入をサポートするほか、森林組合と共同でプロジェクトを行
うパートナー企業の募集もサポートする。また、同ウェブサイトでは、都道府県別にプロ
ジェクトを検索できるページが設けられており、各プロジェクトの実施者、森林の現況写
真、クレジット販売収入の活用方法等の詳細な情報を誰でも自由に閲覧できるようにする
など、森林由来Ｊ-クレジットに特化したプラットフォームとして広く情報を公開している。 

FC BASE-Mの第一号案件として、大阪府森林組合(大阪府高
たか

槻
つき

市)及び一般社団法人大和
森林管理協会(奈良県王

おう
寺
じ

町
ちょう

)が創出した森林由来Ｊ-クレジットが、西日本旅客鉄道株式会
社(大阪府大阪市)が展開する「e5489コーポレートサービス カーボンオフセットプログラ
ム」と連携させる形で販売された。

本取組を通じて、林業現場により近い目線でサポートが提供されることで、全国の森林由
来Ｊ-クレジットの認証件数と取引量の拡大や森林・林業への安定的な民間資金の流入によ
る持続的な森林管理の促進等につながることが期待される。 

注１：Forest Credit Base Createの略。 
２：Forest Credit Base Marketの略。 

事例Ⅰ－７ 

Ｊ-クレジットの創出から販売までサポートする２つのプラットフォーム 
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(森林環境教育の推進) 
森林内での様々な体験活動等を通じて、森林と人々の生活や環境との関係についての理

解と関心を深める森林環境教育の取組が進められている。 
その取組の一例として、学校林43を活用し、植栽、下刈り、枝打ち等の体験や、植物観察、

森林の機能の学習等が総合的な学習の時間等で行われている。学校林を保有する小中高等
学校は全国で2,200校あり、その保有面積は1.6万haである44。 

また、子供たちが心豊かな人間に育つことを目的として、「緑の少年団」による森林
も り

づ
くり体験・学習活動、緑の募金等の奉仕活動等が行われている45(事例Ⅰ－８)。令和７
(2025)年１月時点で、全国で2,994団体、31万人が加入している。 

さらに、高校生が造林手や木工職人等の名人を訪ね、一対一で聞き書きし技術や生き方
を学び、その成果を発信する「聞き書き甲子園46」については、令和６(2024)年度、74人の
高校生が11市町村を訪れ聞き書きをするとともに、その成果発表の場となるフォーラムが
令和７(2025)年３月に開催された。 

 
43 学校が保有する森林(契約等によるものを含む。)であり、児童及び生徒の教育や学校の基本財産造成等を目的に設置

されたもの。 
44 公益社団法人国土緑化推進機構「学校林現況調査報告書(令和３年調査)」 
45 公益社団法人国土緑化推進機構ホームページ「緑の少年団」 
46 農林水産省、文部科学省、環境省、関係団体及びNPOで構成される実行委員会の主催により実施されている取組。平

成14(2002)年度から「森の聞き書き甲子園」として始められ、平成23(2011)年度からは「海・川の聞き書き甲子園」
と統合し、「聞き書き甲子園」として実施。 

令和６(2024)年10月、秋篠宮皇嗣同妃両殿下の御臨席の下、第47回全国育樹祭の併催行
事として、福井県福井市において「全国緑の少年団活動発表大会」が開催された。 

今回の大会では、特に優れた活動を行っている団に授与される「みどりの奨励賞」を受賞
した、小浜市加斗みどりの少年団(福井県）、北方小学校みどりの少年団(岐阜県）、わんぱく
題楽緑の少年団(静岡県）、形埜みどりの少年団(愛知県）、篠栗小学校萩尾分校緑の少年団(福
岡県)の５団が、日頃の学習活動や地域貢献活動、レクリエーション活動の内容や成果等に
ついて発表を行った。本大会は、緑の少年団の団員が互いの活動に触れ、交流を深める機会
となっている。 

緑の少年団の活動は、全国各地でそれぞれの地域の環境保全や緑化推進に大きく貢献し
ており、本大会を通じてその活動が広がることが期待される。次回の大会は、令和７(2025)
年秋に宮城県での開催が予定されている。 

事例Ⅰ－８ 全国緑の少年団活動発表大会 
 

秋篠宮皇嗣同妃両殿下と緑の少年団の懇談の様子 発表を行う緑の少年団 
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